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3大都市圏における名古屋大都市圏の特徴的Fact
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大都市圏の定義
中心駅から半径
40kmにかかる
市町村

出展：名古屋大都市圏ハートランドビジョン
（(公財)中部圏社会経済研究所、3/12暫定版より）
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リニア開通による名古屋の中心性拡大
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（(公財)中部圏社会経済研究所、3/12暫定版より）



SMRのあるべき姿

• 3大都市圏がシナジー効果を発揮するように、それ
ぞれ特徴的な役割を担う

– 人・モノ・情報の交流・対流が起きるためには、異質性や
温度差が必要

• 都市圏内各地域とリニア駅とのアクセシビリティを
最大化する

• 国際ビジネスや国際観光が受けられるサービスを
共通化し、同レベルのサービスを提供する

• SMRとしての海外への情報発信を連携して行う
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シナジー効果を発揮するための各大都市圏の特徴

• 東京大都市圏は、日本の政治・経済の中心であり、
世界のスーパー都市。何でもあるし、レベルも高い。

• 大阪大都市圏は、歴史・文化の中心。歴史的観光
資源は他の地域を凌駕する。

• さて、名古屋大都市圏の役割は？
– 中部圏は、地理的中心性と、日本らしさが最も残る「日本
の中の日本」、言わば「日本のハートランド」“Heartland 
of Japan”（中心地、心臓地帯、心のふるさと）

– その中心都市としての名古屋大都市圏
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SMRにおける３大都市圏と中部圏
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SMRと日本のハートランド
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中部のハートランド性：（１）モノづくりによる経済エンジン

• 日本の国際的地位を築いてきた「信頼できるモノづ
くり」の中心

• 木曾ヒノキや陶土の活用から始まる歴史
• 匠の技と精神を活かしたモノづくり

– 白物家電やパソコン製造などの「組み合わせ」型でない、
「すり合わせ」型の強み

• 現在においても日本の経済エンジンを担う
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中部のハートランド性：（２）自然と溶け合う文化

• 京都・奈良などにみられるような、洗練された歴史
的文化でなく、より日本古来の土着的な、自然と融
合した文化

– 伊勢神宮、熱田神宮
– 白川郷・五箇山
– 中部山岳地域の山村・自然
– 田楽、地歌舞伎、万歳など
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中部のハートランド性：（３）都市に息づく田舎性

• 昭和中期までのほとんどの日本に残っていた「田舎
性」が、大都市においても息づく

– 勤勉さ、我慢強さ
– 謙虚さ、出たからず
– 濃密な人間関係、助け合い
– 芸事好き

• 都市生活も田舎的良さが残る
– 広い家、三世代同居
– 自然への近さ
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SMRにおける名古屋と名駅の役割

• 中部圏は「日本のハートランド」（中心地、心臓地帯）
① 日本の中心に位置する

② 経済エンジンとして日本を支える

③ 自然と融合する日本古来の文化

④ 大都市（名古屋）にも田舎性が残る

• 名古屋は「日本のハートランド」の中心都市
– さらに名駅は鉄道のスーパーハブとして中部圏の玄関口
となる

– 名駅は、都市圏の中心駅であり、新幹線、リニア、幹線
在来線、主要私鉄線、地下鉄が一か所に集まる、日本で
唯一、いや世界で唯一の駅
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日本の都市における「玄関」と「座敷」
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旧来の市街地
城下町の場合
は武家地・町人
地など

• 近年は鉄道の高速化と時
間価値の高騰のため、玄関
周辺の開発が進み、時には
旧市街地を凌駕

• しかし、歴史・文化性の乏し
さや、鉄道線路で街が二分
されることにより、魅力ある
街にはなりにくい

（
畳
を
敷
い

た
居
室
）

• 昔からの繁華街であるが、
玄関と比較すると広域アク
セス性が不利、郊外と比較
すると自動車アクセス性が
不利、という中、玄関周辺に
地位をとって代わられる街も

• しかし、歴史・文化性という
魅力は何にも代え難い

幹線鉄道の駅
昔は迷惑施設
であったために
座敷から離れ
た場所に設置



「玄関」「廊下」「座敷」の課題
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座
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• 玄関としてその都市
を印象付ける風格

• 高密度開発の中に
も安らげる空間

• 線路によって二分さ
れた地区を特徴づけ

（
畳
を
敷
い

た
居
室
）

• 時間・空間・文化を
楽しむ街づくり

• 都心部居住促進

• 玄関と座敷をストレ
スフリーで接続

• 歩ける距離であれば
歩いて楽しい空間づ
くりも



名古屋大都市圏（玄関）

東
京
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市
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（大
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関
）

中部圏
（リニア開通による座敷化）

Heartland of Japan

玄関／座敷の入れ子構造
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玄関／座敷視点による中部圏～名古屋の主な課題
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名古屋大都市圏（玄関）

中部圏
（リニア開通による座敷化）

Heartland of Japan

名古屋
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伊勢・熊野・飛騨・信濃・
北陸など（座敷）

名駅―栄間のアク
セシビリティ強化

栄の魅力
アップ

高速交通体系の整備

中部圏の玄関として
の名駅整備

（高速道路直結など）

名古屋―西三河間
の鉄道連結強化

モノづくりをベースとし
た新産業の育成

都市近郊中山間地域
の魅力化

昇龍道PJでの連携強化

「日本のハートランド」
を表現する個性化



課題解決しながらの名古屋大都市圏の生き方

• 6千万人の2時間圏人口を活かし、足りない人材（クリエイ
ティブクラス）は他の都市圏から当面は借りてくる

– ものづくり×クリエイティブ → イノベーション

– やがて定着する人も出てくる

• 世界一の陸上スーパーハブである名古屋駅のポテンシャル
を十二分に活用する

– 高速道路直結

– スマート・モビリティ・ハブ名古屋（名古屋市）

• 中部圏の座敷にある豊富な「日本らしい」観光資源に人を呼
び込む

– MICE活性化
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おわりに

• SMRは単なる7千万人の巨大都市圏ではなく、地理・風土
的に多様性・特徴を持った地域を高速交通体系で結ぶ良さ
を発揮すべき。

• ただし国際的は、SMR共通のサービス・プロトコルを持たせ
て売り出す。

• 中部圏は多くの意味で「日本の中の日本」。またその中心性
も考えて「日本のハートランド」と位置づけ、名古屋大都市圏
は中部圏の玄関であり、その中心都市という立ち位置で生
きていく。

• 中部圏の中にも、入れ子になった「玄関」「廊下」「座敷」の構
造があり、それぞれの見方で課題が浮かび上がる。
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